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Ⅰ は じ め に



 



Ⅰ はじめに

１ 本書の趣旨

本書は，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第５項の規定により，平成３０年

度における主要な施策の成果に関する説明書として県政の成果をとりまとめるとともに，行政活

動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１０条第１項及び同条例施行規則（平

成１４年宮城県規則第２６号）第１３条の規定により，令和元年度に実施した政策評価・施策評

価の結果をとりまとめたものです。

２ 対象

本書では，平成３０年度に県が実施した，宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画の体系

に基づく２１政策，５６施策及び施策を構成する事業を掲載の対象としています。

３ 掲載内容

本書では，「Ⅱ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画 成果と評価【要旨】」において，行政

活動の評価に関する条例第１０条第２項の規定により，政策評価・施策評価の結果の概要をとり

まとめた「政策評価・施策評価に係る評価書の要旨」を掲載するとともに，「Ⅲ 宮城の将来ビジ

ョン及び宮城県震災復興計画 成果と評価【本編】」において，地方自治法第２３３条第５項並び

に行政活動の評価に関する条例第１０条第１項及び同条例施行規則第１３条の規定により，各政

策・施策・事業の概要及び成果，評価結果等をとりまとめた「県政の成果（主要施策の成果に関

する説明書）」及び「政策評価・施策評価に係る評価書」を掲載しています。

※ 宮城の将来ビジョンとは

激動する内外の情勢変化と地域課題を的確に把握した上で，転機を迎えた社会における

将来の宮城のあるべき姿や目標を県民と共有し，その実現に向けて県が優先的・重点的に

取り組むべき施策を明らかにするため，平成１９年３月に策定したものです。

※ 宮城県震災復興計画とは

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災により，甚大な被害を被った本県の震災後

１０年間における復興の道筋を示すため，平成２３年１０月に策定したものです。
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Ⅱ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画

成果と評価

【要 旨】



 



 

 Ⅱ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画 

成果と評価【要 旨】 

 

 

 県では，平成１４年度から行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号。以下「条例」

という。）に基づいて政策評価・施策評価を実施しています。この要旨は，条例第１０条第２項に基づき，

県が平成３０年度の政策，施策及び事業を対象に実施した政策評価・施策評価の評価書の内容を，県民の皆

さまにわかりやすく説明することを目的として作成したものです。 

 

 

１ 政策評価・施策評価について                      

 （１）政策評価・施策評価を行う目的 

①政策決定に必要な情報を提供します 

    県は，政策，施策及び事業の効果を把握しながら，“宮城の将来像として望ましい社会”を実現する

という目標に照らして客観的な評価を行い，政策判断に必要な情報を提供します。 

 

   ②効果的・効率的で質の高い行政を行います 

    県は，政策，施策及び事業に対する評価の結果をもとに，課題を検証し，今後の政策・施策の展開の

あり方を検討して改善を図るなど，行政運営に適切に反映することにより効果的・効率的で質の高い行

政を行います。 

 

   ③県民への説明責任を果たし透明性を向上させます 

    県は，政策，施策及び事業の評価に関する様々な情報を随時公表し，県民の皆さまに対する説明責任

を果たしながら，行政の透明性の向上を図ります。 

 

 （２）「宮城の将来ビジョン」，「宮城県震災復興計画」及び「宮城の将来ビジョン・震災復興・地

方創生実施計画」の体系と政策評価・施策評価との関係 

県では，平成１９年３月，県政運営の理念として「富県共創！活力とやすらぎの邦づくり」を掲げる「宮

城の将来ビジョン」を策定し，「富県宮城の実現～県内総生産１０兆円への挑戦～」・「安心と活力に満

ちた地域社会づくり」・「人と自然が調和した美しく安全な県土づくり」の３つの政策推進の基本方向に

沿った取組を進めてきたところです。 

また，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災からの今後１０年間における復興の道筋を示すた

め，平成２３年１０月に「宮城県震災復興計画」を策定し，宮城の将来ビジョンの政策・施策と一体的に

推進しているところです。 

平成３１年３月には，「宮城県震災復興計画」の「発展期」において，復旧・復興の進捗や社会経済情

勢の動向などを踏まえ，「創造的な復興」をはじめとする震災復興を進めながら，「宮城の将来ビジョン」

に掲げる将来像の実現に向けた各年度の行財政運営を着実に推進するための中期的なアクションプランと

して策定した「宮城の将来ビジョン・震災復興・地方創生実施計画（発展期：平成３０年度～３２年度）」

を改訂しました。 
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宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画では，３つの政策推進の基本方向を細分化した１４の「課

題」，宮城の未来をつくる３３の「取組」及び目標達成のための「個別取組」からなる体系を定めていま

す。また，宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画では，宮城県震災復興計画で示した分野別の復興の

方向性における７分野ごとの「課題」，復興を推進するための２４の「取組」及び目標達成のための「個

別取組」からなる体系を定めています。 

なお，政策評価・施策評価においては，それぞれの体系における「課題」を「政策」，「取組」を「施

策」，「個別取組」を「事業」として整理し，評価を行っています。 

 

 

■「宮城の将来ビジョン」「宮城県震災復興計画」及び「宮城の将来ビジョン・震災復興・地方創生実施

計画」の体系と政策評価・施策評価の関係 

 

 

 

          

  

                          政策推進の基本方向（３）                        

             

                

                                

          

                    

                 

   

                                       

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

宮城県震災復興計画 

目 的 

宮城の将来ビジョン 

手 段 

目 的

手 段 

【 政 策 】

14 の課題  7 の課題

【 施 策 】

目 的 
33 の取組     24 の取組  目 的 

施策評価 

【 事 業 】

将来ビジョン実施計画の個別取組 

震災復興実施計画の個別取組 

手 段 手 段 

施策評価 

政策評価 政策評価 
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 （３）政策評価・施策評価の対象及び方法等                       

政策評価・施策評価は，政策，施策及び事業について，それらの全体の体系や相互の関係（各々の目的

－手段の関係）を踏まえて包括的に評価を行うものであることから，政策評価と施策評価は一連のものと

して行います。 

政策評価は，政策を構成する各施策の成果の状況や課題等を総括し，大きな視点から県政の状況を把握

するものです。 

施策評価は，施策に設定された目標指標等（長期的な目標を定量的又は定性的に示す方法により設定し

た指標）の達成状況や施策を構成する各事業の状況などから，前年度の県の施策の成果を評価し，その課

題を検証して次年度の対応方針を示すものです。また，事業の有効性等について分析し，事業の質の向上

を図ります。 

令和元年度政策評価・施策評価では，宮城の将来ビジョン，宮城県震災復興計画及び宮城の将来ビジョ

ン・震災復興・地方創生実施計画（発展期：平成３０年度～令和２年度）をもとに，平成３０年度に実施

した政策，施策及び事業について評価を行いました。 

 

①評価の対象及び評価項目 

 政策評価 施策評価 

評価対象 

「宮城の将来ビジョン」，「宮城県震災復興

計画」及び「宮城の将来ビジョン・震災復興

・地方創生実施計画」で定めた政策及び施

策 

「宮城の将来ビジョン」，「宮城県震災復興計

画」及び「宮城の将来ビジョン・震災復興・地

方創生実施計画」で定めた施策及び事業 

評価項目 
○政策の成果 

○政策を推進する上での課題と対応方針 

○施策の成果 

○施策を推進する上での課題と対応方針 

評価基準 ○施策の成果等 

○目標指標等の達成状況 

○県民意識 

○社会経済情勢等 

○事業の実績及び成果 

 

②政策評価・施策評価の実施方法 

県の各担当部局が，それぞれ担当する政策，施策及び事業について評価します。 

その際には，評価の客観性を確保するため，有識者で構成する宮城県行政評価委員会の意見を聴き，

評価に反映します。また，広く県民からも意見を聴き，評価に反映する仕組みとなっています。 
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（４）政策評価・施策評価の流れ 

①政策評価・施策評価基本票（県の評価原案）の作成  【フロー図１，２】 

県は，政策評価シート，施策評価シート等からなる基本票を作成して，政策・施策を自ら評価します。 
 

   ②宮城県行政評価委員会などからの意見聴取  【フロー図３～７】 

上記①の県による評価の客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，自ら評価した内容につい

て，県民意見聴取を行うほか，宮城県行政評価委員会の意見を聴き，その意見を評価結果に適切に反映

させることとしています。 
 

③県の対応方針と評価書の作成  【フロー図８～１１】 

その後，上記委員会の意見に対する県の対応方針と，それを踏まえた最終的な評価結果を記載した「評

価書」を作成して公表するとともに，県議会に報告することとしています。 
 

④反映状況を説明する書面の作成  【フロー図１２～１５】 

評価結果については，翌年度の政策，施策及び事業に関する企画立案や予算編成並びに組織運営方針

を決定する際の情報として活用し，適切に反映させることとしています。反映状況を説明する書面は公

表するとともに，県議会に報告することとしています。 

 

《 フロー図 》 

 

７ 答申 

前年度末

～ 

５月 

２ 基本票及び要旨の 

公表 

  （条例第５条第２項） 

１ 政策評価・施策評価基本票（県の評

価原案）及び要旨の作成 

（条例第５条第１項） 

 

 

 

５月 

 

 

～ 

 

 

９月 

 

 

 

 

９月 

 

～ 

 

２月 

５ 県民意見聴取 

 （条例第９条第１項） 

６ 県民意見聴取結果の公表 

（条例第９条第２項） 

 
 

４ 宮城県行政評価委員

会（政策評価部会）で

の審議 

     （条例第８条第１項） 

 

８ 宮城県行政評価委員会の意見に対

する県の対応方針の作成及び政策

評価・施策評価の評価結果を記載し

た評価書及び要旨の作成 

    （条例第１０条第１項） 

12 評価結果の企画立案など   

への活用・反映 

13  評価結果の反映状況説明 

  書面及び要旨の作成 

     （条例第１１条第２項） 

９ 評価書及び要旨の 

公表 

（条例第１０条第２項） 

10 評価結果の議会への報告 
（条例第１２条第１項） 

11 県民意見聴取結果の評価への

反映状況の公表 

     （条例第９条第３項） 

14 評価結果の反映状況説明書面

及び要旨の公表 
（条例第１１条第２項） 

15 評価結果の反映状況の議会へ

の報告 
（条例第１２条第２項） 

３ 諮問 
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２ 県が行った政策評価・施策評価の状況          （条例第５条第１項）   

（１）宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画の体系における政策評価・施策評価の状況 

①政策評価の状況 

政策評価では，宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画で定めた政策と政策を構成する施策に

ついて，政策評価シート（評価原案）を作成しました。 

  政策評価シートでは，政策を構成する施策の成果等から，政策の成果を評価し，政策を推進する上で

の課題と対応方針をまとめました。 

 

【政策評価「政策の成果」に係る評価の区分】 

順 調：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，

政策の成果が十分にあり，進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，

政策の成果がある程度あり，進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，

政策の成果があまりなく，進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，

政策の成果がなく，進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

  

評価原案の状況は次のとおりです。 

「概ね順調」と判断した政策は１１政策，「やや遅れている」と判断した政策は３政策で，「順調」

及び「遅れている」と判断した政策はありませんでした。 

 

0 5 0 0 5

0 3 2 0 5

0 3 1 0 4

やや
遅れている

遅れている

評価の区分

　　政策推進の基本方向別内訳

富県宮城の実現～県内総
生産１０兆円への挑戦～

安心と活力に満ちた地域社
会づくり

0

人と自然が調和した美しく安
全な県土づくり

14

計政策評価（原案）
（政策の成果）

政策数

順調 概ね順調

0 11 3
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②施策評価の状況 

施策評価では，宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画で定めた施策と施策を構成する事業に

ついて，施策評価シート（評価原案）を作成しました。 

施策評価シートでは，目標指標等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から

施策の成果を評価し，施策を推進する上での課題と対応方針をまとめました。 

 

【施策評価「施策の成果」に係る評価の区分】 

順 調：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，

県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策の成果が十分に

あり，進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，

県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策の成果がある程

度あり，進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，

県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策の成果があまり

なく，進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，

県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策の成果がなく，

進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 

評価原案の状況は，次のとおりです。 

  「順調」と判断した施策は１施策，「概ね順調」と判断した施策は２４施策，「やや遅れている」と

判断した施策は８施策で，「遅れている」と判断した施策はありませんでした。 

   

0 11 1 0 12

1 8 5 0 14

0 5 2 0 7

評価の区分

計施策評価（原案）
(施策の成果)

33

順調 概ね順調

1 24 8 0

やや
遅れている

遅れている

施策数

富県宮城の実現～県内総
生産１０兆円への挑戦～

安心と活力に満ちた地域社
会づくり

人と自然が調和した美しく安
全な県土づくり

　　政策推進の基本方向別内訳

 

 

なお，各政策評価・施策評価の評価原案の状況は，資料「政策評価・施策評価 評価状況一覧表」（P.14

～17）中，「評価原案 政策・施策の成果」の欄を御覧ください。 
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（２）宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画の体系における政策評価・施策評価の状況 

①政策評価の状況 

政策評価では，宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画で定めた政策と政策を構成する施策につい

て，政策評価シート（評価原案）を作成しました。 

  政策評価シートでは，政策を構成する施策の成果等から，政策の成果を評価し，政策を推進する上で

の課題と対応方針をまとめました。 

 

  評価原案の状況は次のとおりです。 

「概ね順調」と判断した政策は７政策で，「順調」，「やや遅れている」及び「遅れている」と判断

した政策はありませんでした。 

 

計
政策評価（原案）

(政策の成果)

政策数 7

評価の区分

順調

0 7 0 0

概ね順調
やや

遅れている
遅れている

 

※評価の区分については，宮城の将来ビジョン実施計画の体系における政策評価「政策の成果」に係る評価の 

区分と同じ。 

 

②施策評価の状況 

施策評価では，宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画で定めた施策と施策を構成する事業につい

て，施策評価シート（評価原案）を作成しました。 

施策評価シートでは，目標指標等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から

施策の成果を評価し，施策を推進する上での課題と対応方針をまとめました。 

 

評価原案の状況は，次のとおりです。 

「順調」と判断した施策は２施策，「概ね順調」と判断した施策は１９施策，「やや遅れている」と

判断した施策は２施策で，「遅れている」と判断した施策はありませんでした。 

 

概ね順調
やや

遅れている
遅れている

施策数

計施策評価（原案）
(施策の成果)

評価の区分

順調

232 19 2 0

 

※評価の区分については，宮城の将来ビジョン実施計画の体系における施策評価「施策の成果」に係る評価の 

区分と同じ。 

※施策「廃棄物の適正処理」については，復旧期で処理が完了。 

 

なお，各政策評価・施策評価の評価原案の状況は，資料「政策評価・施策評価 評価状況一覧表」（P.18

～19）中，「評価原案 政策・施策の成果」の欄を御覧ください。  
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３ 宮城県行政評価委員会の政策評価・施策評価に係る意見   （条例第８条第１項）  

（１）政策評価・施策評価に係る宮城県行政評価委員会の審議      

①審議状況 

   県は，令和元年５月１４日付けで宮城県行政評価委員会に対し,県が行った２１政策５６施策に係る政

策評価・施策評価について諮問しました。宮城県行政評価委員会（政策評価部会）では５月から７月に

かけて，部会及び分科会を開催して調査審議を行い，８月５日にその結果が答申されました。 

   

②審議方法 

   宮城県行政評価委員会政策評価部会では，宮城の将来ビジョンに定められた３つの政策推進の基本方

向ごとに分科会を置き，宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画に係る「政策評価・施策評価基

本票」の内容について調査審議が行われました。また，宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画に係

る各基本票の記載内容については，政策推進の基本方向を踏まえ，関連する分科会において調査審議が

行われました。 

 

（２）宮城県行政評価委員会の意見（答申） 

宮城県行政評価委員会での審議の結果，県の評価項目「政策・施策の成果」の妥当性について判定（３

区分）が行われるとともに，「政策・施策の成果」及び「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」

の各々に意見が付されました（各政策評価・施策評価に付された意見の内容は，評価書の「宮城県行政評

価委員会の意見（評価原案に対する意見）及び県の対応方針」欄の上段の欄に掲載しています）。 

判定の状況は次のとおりです。 

 

①宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画の体系の政策・施策の調査審議結果 
 

   【県の政策評価に対する判定及び意見（１４政策）】 

評価項目 判定及び意見 

政策の成果 
適切 概ね適切 要検討 

１２政策 ２政策 ０政策 

政策を推進する上での課題と

対応方針 

意見を付した政策数 

１１政策 

 

 

【県の施策評価に対する判定及び意見（３３施策）】 

評価項目 判定及び意見 

施策の成果 
適切 概ね適切 要検討 

２５施策 ８施策 ０施策 

施策を推進する上での課題と

対応方針 

意見を付した施策数 

２６施策 
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②宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画の体系の政策・施策の調査審議結果 

 

   【県の政策評価に対する判定及び意見（７政策）】 

評価項目 判定及び意見 

政策の成果 
適切 概ね適切 要検討 

１政策 ５政策 １政策 

政策を推進する上での課題と

対応方針 

意見を付した政策数 

２政策 

 

 

【県の施策評価に対する判定及び意見（２３施策）】 

評価項目 判定及び意見 

施策の成果 
適切 概ね適切 要検討 

９施策 １３施策 １施策 

施策を推進する上での課題と

対応方針 

意見を付した施策数 

１４施策 

 

 

なお，各政策評価・施策評価の調査審議結果は，資料「政策評価・施策評価 評価状況一覧表」（P.14

～19）中，「県の評価原案に対する宮城県行政評価委員会の判定」欄を御覧ください。 

 

４ 県の政策評価・施策評価に係る県民意見聴取            （条例第９条第１項）     

県では，令和元年５月２１日から，県のホームページ及び県政情報センター等において，政策評価・施策

評価基本票とその要旨を公表しました。また，５月２１日から６月２１日までの間，これに関する県民から

の意見募集を行いましたが，意見の提出はありませんでした。 

 

 

県の評価原案「政策・施策の成果」に対する判定の区分 

 
適   切：県の評価原案について，評価の理由が十分であり，「政策・施策の成果」の評価は妥当

であると判断されるもの 
概ね適切：県の評価原案について，評価の理由に一部不十分な点が見られるものの，「政策・施策

の成果」の評価は妥当であると判断されるもの 
要 検 討：県の評価原案について，評価の理由が不十分で，「政策・施策の成果」の評価の妥当性

を認めることができず，県が最終評価を行うに当たり，評価内容を検討する必要がある

と判断されるもの 

県の評価原案「政策・施策の成果」に対する判定の区分 
 
 判定区分については宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画の体系と同じ。 
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５ 宮城県行政評価委員会の意見に対する 

  県の対応方針と政策評価・施策評価の評価結果      （条例第１０条第１項）       

（１）県の対応方針 

  県では，条例の規定に基づき，宮城県行政評価委員会の答申で示された意見に対する県の対応方針と，

その方針を踏まえた最終的な評価結果を記載した「評価書」（成果と評価【本編】）を作成して公表す

るとともに，県議会に報告します。 

各政策評価・施策評価の判定及び意見に対する対応方針は，評価書の「委員会意見に対する県の対応方

針」欄に記載していますが，判定結果を真摯に受け止めるとともに，特に，「要検討」とされた政策・施

策については，県が行った評価に対し強い改善を求めるものであることから，十分な対応を図っていくこ

ととしています。 

 

（２）政策評価・施策評価の評価結果 

  県では，宮城県行政評価委員会の答申で示された意見の内容を十分に受け止めて対応方針を検討しなが

ら県の評価原案を見直し，最終的な県の評価結果を作成しました。 

  「政策・施策の成果」について，委員会の意見を踏まえ，評価原案から「評価の区分」を修正したほか，

「政策・施策の成果」の判断理由である「評価の理由」の内容を修正しました。また，「政策・施策を推

進する上での課題と対応方針」についても，原案の内容を修正しました。各政策・施策の評価結果の内容

は，評価書の「政策・施策評価」欄及び「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」欄に記載してい

ます。 

 

【評価の区分を修正した政策・施策名と修正点】 

○宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画の体系 

①政策番号６ 施策番号３「生涯学習・文化・スポーツ活動の充実」 

 ・「概ね順調」から「順調」に修正。 
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   評価結果の状況は，次のとおりです。 

 

①宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画の体系の政策・施策評価 

 

政策評価・施策評価 

（政策・施策の成果） 

評価の区分 

計 
順調 概ね順調

やや 

遅れている 
遅れている

政策評価 

(政策数) 

評価結果 ０ １１ ３ ０ １４ 

基
本
方
向
別
内
訳 

富県宮城の実現～県内総生

産１０兆円への挑戦～ 
０ ５ ０ ０ ５ 

安心と活力に満ちた地域社

会づくり 
０ ３ ２ ０ ５ 

人と自然が調和した美しく

安全な県土づくり 
０ ３ １ ０ ４ 

（参考）評価原案 ０ １１ ３ ０ １４ 

施策評価 

(施策数) 

評価結果 １ ２４ ８ ０ ３３ 

基
本
方
向
別
内
訳 

富県宮城の実現～県内総生

産１０兆円への挑戦～ 
０ １１ １ ０ １２ 

安心と活力に満ちた地域社

会づくり 
１ ８ ５ ０ １４ 

人と自然が調和した美しく

安全な県土づくり 
０ ５ ２ ０ ７ 

（参考）評価原案 １ ２４ ８ ０ ３３ 

 

 

 

②宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画の体系の政策・施策評価 

 

政策評価・施策評価 

（政策・施策の成果） 

評価の区分 

計 
順調 概ね順調

やや 

遅れている 
遅れている

政策評価 

(政策数) 

評価結果 ０ ７ ０ ０ ７ 

（参考）評価原案 ０ ７ ０ ０ ７ 

施策評価 

(施策数) 

評価結果 ３ １８ ２ ０ ２3 

（参考）評価原案 ２ １９ ２ ０ ２３ 

 

 

なお，各政策評価・施策評価の最終評価結果は，資料「政策評価・施策評価 評価状況一覧表」（P.14～

19）中，「評価結果 政策・施策の成果」欄を御覧ください。 
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製造品出荷額等（食料品製造業を除く） Ａ

製造品出荷額等（高度電子機械産業分） Ａ

製造品出荷額等（自動車産業分） Ａ

企業立地件数 Ｂ

企業集積等による雇用機会の創出数 Ａ

産業技術総合センターによる技術改善支援件数 Ｂ

産学官連携数 Ａ

知的財産の支援（特許流通成約）件数 Ａ

製造品出荷額等（食料品製造業） Ａ

1事業所当たり粗付加価値額（食料品製造業） Ａ

企業立地件数（食品関連産業等） Ａ

サービス業の付加価値額 Ａ

情報関連産業売上高 Ｎ

企業立地件数（開発系ＩＴ企業（ソフトウェア開発企
業））

Ａ

観光客入込数 Ｂ

観光消費額 Ｂ

外国人観光客宿泊者数 Ａ

主要な都市農山漁村交流拠点施設の利用人口 Ａ

農業産出額 Ａ

水田フル活用・生産調整地作付率 Ａ

飼料用米の作付面積 Ｂ

園芸作物産出額 Ｂ

アグリビジネス経営体数 Ｂ

林業産出額 Ｂ

木材・木製品出荷額 Ｎ

漁業生産額 Ａ

主要5漁港（気仙沼・志津川・女川・石巻・塩釜）におけ
る水揚金額

Ｂ

水産加工品出荷額 Ｎ

学校給食の地場産野菜などの利用品目数の割合 Ｃ

ＧＡＰ認証取得数（農業，畜産，林業） Ｎ

環境保全型農業栽培面積 Ｂ

みやぎ食の安全安心取組宣言者数 Ｂ

宮城県の貿易額（県内港湾・空港の輸出入額） Ａ

県の事業をきっかけとした海外企業等との年間成約
件数

Ｃ

企業誘致件数（進出外資系企業数） Ａ

宮城県内の一人当たり県民所得（千円） Ａ

東北地方の延べ宿泊者数(万人泊） Ｂ

製造品出荷額等（自動車産業分）（億円） Ａ

外国人観光客宿泊者数（万人泊） Ａ

仙台塩釜港（仙台港区）のコンテナ貨物取扱量[実入
り]（ＴＥＵ）

Ａ

仙台空港国際線乗降客数（千人） Ａ

地域が潤う，訪
れてよしの観光
王国みやぎの実
現

適切

高付加価値型
サービス産業・情
報産業及び地域
商業の振興

概ね順調 適切 概ね順調

概ね順調

概ね順調

概ね順調 適切 概ね順調

概ね順調 概ね適切 概ね順調

適切 概ね順調

概ね順調

概ね順調

7

地産地消や食育
を通じた需要の
創出と食の安全
安心の確保

地域経済を力強
くけん引するもの
づくり産業（製造
業）の振興

概ね順調

概ね順調 概ね適切
産学官の連携に
よる高度技術産
業の集積促進

豊かな農林水産
資源と結びつい
た食品製造業の
振興

政策評価・施策評価　評価状況一覧表　【評価結果】

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

施策の成果 目標指標等の名称及び達成度

（１）宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画の体系

施策名
評価原案

施策の成果

【参　　考】

政策推進の基本方向１　富県宮城の実現　～県内総生産１０兆円への挑戦～

1
育成・誘致による
県内製造業の集
積促進

概ね順調

政
策
番
号

政策名
評価原案

政策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

2

観光資源，知的
資産を活用した
商業・サービス産
業の強化

3

1

4

概ね順調適切概ね順調

2

5

3
地域経済を支え
る農林水産業の
競争力強化

6
競争力ある農林
水産業への転換

概ね順調 概ね適切

概ね順調 適切 概ね順調

やや
遅れている

適切

4
アジアに開かれ
た広域経済圏の
形成

概ね順調 適切 概ね順調

8

県内企業のグ
ローバルビジネ
スの推進と外資
系企業の立地促
進

9

自立的に発展で
きる経済システ
ム構築に向けた
広域経済圏の形
成

適切 概ね順調

やや
遅れている

概ね順調概ね順調 概ね適切

資 料 １資 料
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ライフステージに応じた基幹プログラムの推進件数 Ｂ

県が関与する高度人材養成事業の受講者数 Ｂ

基幹産業関連公共職業訓練の修了者数 Ｂ

県立高等学校生徒のインターンシップ実施校率 Ｂ

第一次産業における新規就業者数 Ｎ

創業や経営革新の支援件数 Ａ

農業経営改善計画の認定数（認定農業者数） Ａ

集落営農数 Ｂ

仙台塩釜港（仙台港区）のコンテナ貨物取扱量 Ａ

仙台塩釜港（仙台港区）の取扱貨物量（コンテナ貨物
除き）

Ａ

仙台空港乗降客数 Ｂ

仙台空港国際線乗降客数 Ａ

高速道路のインターチェンジに40分以内で到達可能
な人口の割合

Ａ

合計特殊出生率 Ｂ

育児休業取得率（男性） Ｃ

育児休業取得率（女性） Ｂ

保育所利用待機児童数（仙台市を除く） Ｃ

宮城県庁における男性職員の育児休業取得率（％） Ｂ

朝食を欠食する児童の割合（小学６年生） Ｃ

平日，午後10時より前に就寝する児童の割合（小学5
年生）

Ａ

平日，午前6時30分より前に起床する児童の 割合（小
学5年生）

Ａ

「平日に，携帯電話やスマートフォンを勉強以外で使
う時間が3時間以上」と答えた児童生徒の割合（小学5
年生）

Ｃ

「平日に，携帯電話やスマートフォンを勉強以外で使
う時間が3時間以上」と答えた児童生徒の割合（中学1
年生）

Ｃ

「平日に，携帯電話やスマートフォンを勉強以外で使
う時間が3時間以上」と答えた児童生徒の割合（高校2
年生）

Ｃ

「市町村家庭教育支援チーム」を設置する市町村数 Ｃ

地域学校協働本部を設置する市町村数 Ｃ

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（企業・団体）（団体）

Ａ

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（個人）（人）

Ａ

「みやぎ教育応援団」の活用件数（件） Ａ

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（小学6年
生）

Ｎ

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（中学3年
生）

Ｎ

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（高校2年
生）

Ｂ

全国平均正答率とのかい離（小学6年生） Ｃ

全国平均正答率とのかい離（中学3年生） Ａ

児童生徒の家庭等での学習時間（小学6年生：30分以
上の児童の割合）

Ａ

児童生徒の家庭等での学習時間（中学3年生：1時間
以上の生徒の割合）

Ａ

児童生徒の家庭等での学習時間（高校2年生：2時間
以上の生徒の割合）

Ｃ

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい
離

Ｂ

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離 Ａ

体験活動やインターンシップの実施校率（体験学習
（農林漁業）に取り組む小学校の割合）

Ｂ

体験活動やインターンシップの実施校率（職場体験に
取り組む中学校の割合）

Ａ

体験活動やインターンシップの実施校率（公立高等学
校生徒のインターンシップ実施校率）

Ｂ

県及び県教育委員会が主催する幼稚園教諭，保育士
等を対象とした研修会の参加者数（悉皆研修を除く）

Ａ

県立学校での一斉学習における「MIYAGI Style」の実
施校数

Ａ

【参　　考】

目標指標等の名称及び達成度

政
策
番
号

政策名
評価原案

政策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

施策名

5

政策推進の基本方向２　安心と活力に満ちた地域社会づくり

6
子どもを生み育
てやすい環境づ
くり

評価原案

施策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

施策の成果

適切 概ね順調

適切
産業競争力の強
化に向けた条件
整備

概ね順調 適切 概ね順調

10
産業活動の基礎
となる人材の育
成・確保

概ね順調

11
経営力の向上と
経営基盤の強化

概ね順調 概ね順調

12
宮城の飛躍を支
える産業基盤の
整備

概ね順調 適切 概ね順調

やや
遅れている

適切
やや

遅れている

13

次代を担う子ど
もを安心して生
み育てることがで
きる環境づくり

やや
遅れている

適切
やや

遅れている

14

家庭・地域・学校
の協働による子
どもの健全な育
成

やや
遅れている

適切
やや

遅れている

やや
遅れている

7
将来の宮城を担
う子どもの教育
環境づくり

やや
遅れている

概ね適切
やや

遅れている
15

着実な学力向上
と希望する進路
の実現

やや
遅れている

概ね適切
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「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の
割合（小学6年生）

Ｂ

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の
割合（中学3年生）

Ｂ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生
徒の割合（小学6年生）

Ａ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生
徒の割合（中学3年生）

Ａ

不登校児童生徒の在籍者比率（小学校） Ｃ

不登校児童生徒の在籍者比率（中学校） Ｃ

不登校児童生徒の在籍者比率（高等学校） Ｃ

不登校児童生徒の再登校率（小・中） Ｂ

「不登校児童生徒の個票等を活用した引継を行って
いる」と答えた小・中学校の割合（小学校）

Ａ

「不登校児童生徒の個票等を活用した引継を行って
いる」と答えた小・中学校の割合（中学校）

Ｂ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（小学5年生（男））

Ｃ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（小学5年生（女））

Ｃ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（中学2年生（男））

Ｃ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（中学2年生（女））

Ｃ

保護者及び地域住民等に対して学校公開を実施して
いる学校（小・中）の割合（小学校）

Ｂ

保護者及び地域住民等に対して学校公開を実施して
いる学校（小・中）の割合（中学校）

Ａ

学校関係者評価を広く公表している県立高等学校の
割合

Ｂ

学校外の教育資源を活用している公立高等学校の割
合

Ｂ

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の
児童生徒と交流及び共同学習した割合

Ｂ

基金事業における新規雇用者数 Ｂ

正規雇用者数 Ａ

高年齢者雇用率 Ａ

新規高卒者の就職内定率 Ｂ

みやぎジョブカフェ利用者（併設の仙台学生職業セン
ターを含む）の就職者数

Ｃ

障害者雇用率 Ｂ

介護職員数 Ｃ

第一次産業における新規就業者数 Ｎ

県の施策による自治体病院等（県立病院を除く）への
医師配置数

Ａ

病院収容時間 Ｃ

病院及び介護サービス施設，事業所に従事するリハ
ビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士）の数

Ａ

新規看護職員充足率 Ａ

認定看護師数 Ｃ

健康寿命（要介護2以上の認定者数をもとに算定した
もの）男性

Ｂ

健康寿命（要介護2以上の認定者数をもとに算定した
もの）女性

Ｂ

3歳児のむし歯のない人の割合 Ａ

自殺死亡率（人口10万対） Ａ

認知症サポーター数 Ａ

介護支援専門員に対する他職種連携に向けた支援
回数

Ａ

週1回以上実施される住民運営の介護予防活動参加
率

Ｃ

生活支援コーディネーター終了者数 Ａ

特別養護老人ホーム入所定員数 Ｂ

介護職員数 Ｃ

就労支援Ｂ型事業所における工賃の平均月額 Ｃ

グループホーム利用者数 Ｂ

入院中の精神障害者の地域生活への移行（入院後
3ヶ月後の退院率）

Ｂ

入院中の精神障害者の地域生活への移行（入院後1
年後の退院率）

Ｂ

入院中の精神障害者の地域生活への移行長期入院
者数（在院期間1年以上）

Ｃ

「だれもが住みよい福祉のまちづくり条例」に基づく適
合証の累計交付数

Ａ

適切 概ね順調

概ね順調

18
多様な就業機会
や就業環境の創
出

概ね順調

21
高齢者が元気に
安心して暮らせ
る環境づくり

概ね順調

生涯現役で安心
して暮らせる社
会の構築

概ね順調 適切

政
策
番
号

政策名
評価原案

政策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

施策名
評価原案

施策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

施策の成果

【参　　考】

目標指標等の名称及び達成度

7
将来の宮城を担
う子どもの教育
環境づくり

やや
遅れている

概ね適切
やや

遅れている

16
豊かな心と健や
かな体の育成

やや
遅れている

概ね適切
やや

遅れている

17

児童生徒や地域
のニーズに応じ
た特色ある教育
環境づくり

概ね順調 概ね適切 概ね順調

適切 概ね順調

19
安心できる地域
医療の充実

概ね順調 適切 概ね順調

20
生涯を豊かに暮
らすための健康
づくり

概ね順調 適切 概ね順調

適切 概ね順調

22

障害があっても
安心して生活で
きる地域社会の
実現

概ね順調

8
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みやぎ県民大学講座における受講率 Ａ

市町村社会教育講座の参加者数 Ｂ

みやぎ県民文化創造の祭典参加者数（うち出品者・
出演者等の数）

Ａ

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率 Ｃ

商店街再生加速化計画策定数 Ｂ

1人当たり年間公共交通機関利用回数 Ａ

地域交通計画の策定市町村数 Ａ

「みやぎ移住サポートセンター」を通じたＵＩＪターン就
職者数

Ａ

地域再生計画の認定数 Ａ

刑法犯認知件数 Ａ

市町村における安全・安心まちづくりに関する推進組
織の設置状況数

Ａ

交通事故死亡者数 Ａ

多言語による生活情報の提供実施市町村数 Ａ

外国人相談対応の体制を整備している市町村数 Ｃ

日本語講座開設数 Ｃ

再生可能エネルギーの導入量（熱量換算） Ｎ

県内の温室効果ガス排出量 Ａ

間伐による二酸化炭素吸収量（民有林） Ｃ

県民一人一日当たりの一般廃棄物排出量 Ｃ

一般廃棄物リサイクル率 Ｂ

産業廃棄物排出量 Ｂ

産業廃棄物リサイクル率 Ａ

豊かな自然環境の保護・保全を目的とした指定地域
の県土面積に占める割合

Ａ

地域や学校教育と連携した農村環境保全等の協働活
動に参加した人数

Ａ

松くい虫被害による枯損木量 Ｂ

沿道における浮遊粒子状物質の環境基準達成率 Ａ

アドプトプログラム認定団体数 Ａ

農村の地域資源の保全活動を行った面積 Ｂ

景観行政に主体的に取り組んでいる市町村数 Ｃ

主要幹線道路等の橋梁の耐震化完了数 Ｂ

多数の者が利用する特定建築物の耐震化率 Ａ

要改修区間延長に対し時間雨量40mm相当の降雨に
より想定される水害を防止できる河川区間延長の増
加率

Ｂ

土砂災害危険箇所におけるハード対策実施箇所数 Ｂ

土砂災害危険箇所におけるソフト対策実施箇所数 Ａ

土砂災害から守られる住宅戸数 Ｂ

防災リーダー（宮城県防災指導員等）養成者数 Ａ

自主防災組織の組織率 Ｂ

○
○

○
○

○
○

適切 順調

適切
やや

遅れている

政策推進の基本方向３　人と自然が調和した美しく安全な県土づくり

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

施策の成果

【参　　考】

目標指標等の名称及び達成度

適切
やや

遅れている

概ね順調

概ね順調

概ね順調

「評価原案　政策の成果」は，政策を構成する施策の成果等から，進捗状況について「順調・概ね順調・やや遅れている・遅れている」の4区分により評価しています。
「評価原案　施策の成果」は，本表に掲載している目標指標等の達成状況のほか，県民意識，社会経済情勢，施策を構成する事業の実績及び成果等を踏まえて，進捗状況について「順調・概ね順調・
やや遅れている・遅れている」の4区分により評価しています。
宮城県行政評価委員会の判定は，県の「評価原案　政策・施策の成果」の妥当性について「適切・概ね適切・要検討」の３区分により判定されたものです。
県では「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」について，政策・施策の進捗状況等を踏まえて評価していますが，記述方式で評価を行っているため，本一覧には県の評価状況を掲載していま
せん。また，宮城県行政評価委員会からは，県が示す課題と対応方針に対する意見を頂いています。具体的な内容については評価書を御覧ください。
「評価結果　政策・施策の成果」は，宮城県行政評価委員会の答申（判定及び意見）を踏まえて県の評価原案を見直し，最終的な評価を行った結果です。
目標指標等の達成度の区分は，次のとおりです。
　　Ａ：目標値を達成している(達成率100％以上）　Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率80％以上100％未満　Ｃ：目標値を達成しておらず，達成率80％未満
　　Ｎ：（判定不能）実績値が把握できない等の理由で，判定できない。

政
策
番
号

政策名
評価原案

政策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

施策名
評価原案

施策の成果

概ね順調

9
コンパクトで機能
的なまちづくりと
地域生活の充実

概ね順調 適切 概ね順調 24
コンパクトで機能
的なまちづくりと
地域生活の充実

概ね順調 適切 概ね順調

8
生涯現役で安心
して暮らせる社
会の構築

概ね順調 適切 概ね順調 23
生涯学習社会の
確立とスポーツ・
文化芸術の振興

概ね順調 適切

環境に配慮した
社会経済システ
ムの構築と地球
環境保全への貢
献

やや
遅れている

適切

10

だれもが安全
に，尊重し合いな
がら暮らせる環
境づくり

概ね順調 適切 概ね順調

25
安全で安心なま
ちづくり

順調

26
外国人も活躍で
きる地域づくり

やや
遅れている

住民参画型の社
会資本整備や良
好な景観の形成

やや
遅れている

やや
遅れている

28

廃棄物等の３Ｒ
（発生抑制・再使
用・再生利用）と
適正処理の推進

概ね順調 概ね適切 概ね順調

12
豊かな自然環
境，生活環境の
保全

概ね順調 適切 概ね順調 29
豊かな自然環
境，生活環境の
保全

概ね順調 適切 概ね順調

11
経済・社会の持
続的発展と環境
保全の両立

概ね順調 概ね適切 概ね順調

27

13
住民参画型の社
会資本整備や良
好な景観の形成

やや
遅れている

適切
やや

遅れている
30

14

巨大地震など大
規模災害による
被害を最小限に
する県土づくり

概ね順調 適切 概ね順調

31

巨大地震に備え
た施設整備や情
報ネットワークの
充実

概ね順調 適切

32

洪水や土砂災害
などの大規模自
然災害対策の推
進

概ね順調 適切

33
地域ぐるみの防
災体制の充実

概ね順調 適切
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災害公営住宅の整備戸数 Ａ

被災に伴う避難者数 Ｂ

再生可能エネルギー等の導入量（熱量換算） Ｎ

県内の温室効果ガス排出量 Ａ

被災した病院，有床診療所の復旧箇所数 Ａ

災害拠点病院の耐震化完了数 Ａ

県の施策による地域医療連携システムへの登録患者
数

Ａ

被災した保育所の復旧箇所数 Ｂ

被災した児童館及び児童センターの復旧箇所数 Ｂ

認知症サポーター数 Ａ

生活支援コーディネーター修了者数 Ａ

被災した障害者福祉施設の復旧箇所数 Ｂ

津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助
金の採択企業数

Ｂ

復興に向けた相談助言や取引拡大・販路開拓等の支
援企業数

Ａ

仮設店舗から本設店舗への事業者移行率 Ｂ

観光客入込数 Ｂ

基金事業における新規雇用者数（震災後） Ｂ

正規雇用者数 Ａ

新規高卒者の就職内定率 Ｂ

津波被災農地の復旧面積 Ｂ

津波被災地域における農地復興整備面積 Ｂ

被災地域における先進的園芸経営体（法人）数 Ｂ

高能力繁殖雌牛導入・保留頭数 Ａ

効率的・安定的農業経営を営む担い手への農地利用
集積率

Ｂ

林業産出額 Ｂ

木材・木製品出荷額 Ｎ

海岸防災林（民有林）復旧面積 Ａ

木質バイオマス活用導入施設数 Ａ

主要５漁港（気仙沼・志津川・女川・石巻・塩釜）にお
ける水揚金額

Ｂ

水産加工品出荷額 Ｎ

沿岸漁業新規就業者数 Ｎ

4
一次産業を牽引
する食産業の振
興

概ね順調 概ね適切 概ね順調 製造品出荷額等（食料品製造業） Ａ Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

4
農林水産業の早
期復興

3

2概ね順調 適切 概ね順調

1

3

2

1

新たな水産業の
創造

活力ある林業の
再生

魅力ある農業・
農村の再興

概ね適切 概ね順調

雇用の維持・確
保

商業・観光の再
生

ものづくり産業の
復興

概ね順調

やや
遅れている

概ね順調 適切 概ね順調

適切
3

概ね順調 適切 概ね順調

概ね順調 適切 概ね順調

（２）宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画の体系

政
策
番
号

政策名

「富県宮城の実
現」に向けた経
済基盤の再構築

概ね順調

施策名
評価原案

施策の成果

評価原案

政策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

評価結果

施策の成果

【参　　考】

目標指標等の名称及び達成度

県民
意識
調査
結果

1
被災者の生活再
建と生活環境の
確保

概ね順調 概ね適切 概ね順調

1
被災者の生活環
境の確保

概ね順調 概ね適切

3
持続可能な社会
と環境保全の実
現

概ね順調 概ね適切

概ね順調 Ⅱ

2
廃棄物の適正処
理

－ － － 災害廃棄物等処理率（県処理分） － －

1
安心できる地域
医療の確保

順調 概ね適切 順調 Ⅱ

概ね順調 Ⅱ

2
保健・医療・福祉
提供体制の回復

概ね順調 概ね適切 概ね順調

3
だれもが住みよ
い地域社会の構
築

概ね順調 概ね適切

2
未来を担う子ど
もたちへの支援

概ね順調 適切

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

概ね順調 Ⅰ

やや
遅れている

適切 概ね順調

概ね順調 概ね適切 概ね順調

概ね順調 Ⅱ
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公共土木施設災害復旧事業（道路・橋梁）の完了数
（箇所）

Ｂ

主要幹線道路等の橋梁の耐震化完了数 Ｂ

仙台塩釜港（仙台港区）のコンテナ貨物取扱量 Ａ

比較的発生頻度の高い津波に対し，施設の防護機能
を有する海岸数

Ｂ

比較的発生頻度の高い津波に対し，施設の防護機能
を有する河川数

Ｃ

緊急時バックアップ用の広域水道連絡管整備事業の
進捗率

Ａ

流域下水道における長寿命化対策設備数 Ａ

防災公園事業の完了数 Ａ

住宅等建築が可能となった被災市街地復興土地区画
整理事業地区数

Ａ

住宅等建築が可能となった防災集団移転促進事業地
区数

Ａ

スクールカウンセラーの配置率（市町村教育委員会・
公立中学校・県立高等学校）

Ａ

地域合同防災訓練等，具体的な取組が実施されてい
る学校の割合

Ｂ

家庭教育に関する研修会への参加延べ人数 Ａ

地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学
校の割合

Ａ

市町村における子育てサポーター及び子育てサポー
ターの活動者数

Ａ

子育てサポーター要請講座受講者数 Ａ

災害復旧工事が完了した県立社会教育施設数 Ａ

被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業
完了件数

Ａ

防災資機材整備完了圏域防災拠点数 Ａ

災害拠点病院の耐震化完了数 Ａ

2
大津波等への備
え

順調 適切 順調 沿岸部の津波避難計画作成市町村数 Ａ Ⅰ

3
自助・共助による
市民レベルの防
災体制の強化

概ね順調 概ね適切 概ね順調 防災リーダー（宮城県防災指導員等）養成者数 Ａ Ⅰ

刑法犯認知件数 Ａ

交通事故死者数 Ａ

○
○

○
○

○
○

○

概ね順調 概ね適切 概ね順調5
公共土木施設の
早期復旧

1

政
策
番
号

政策名
評価原案

政策の成果

順調 Ⅱ

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

4

評価結果

政策の成果

施
策
番
号

概ね順調 概ね順調概ね適切

道路，港湾，空
港などの交通基
盤の確保・整備
促進

沿岸市町をはじ
めとするまちの
再構築

評価原案

施策の成果

県の評価原案
に対する宮城
県行政評価委
員 会 の 判 定

施策名

【参　　考】

Ⅰ

目標指標等の名称及び達成度

6
安心して学べる
教育環境の確保

概ね順調 要検討 概ね順調

1
安全・安心な学
校教育の確保

概ね順調 概ね適切

概ね適切
やや

遅れている
Ⅱ

Ⅲ

県民
意識
調査
結果

Ⅰ

3
上下水道などの
ライフラインの整
備

概ね順調 概ね適切 概ね順調

評価結果

施策の成果

概ね順調 適切 概ね順調

2
海岸，河川など
の県土保全

やや
遅れている

7
防災機能・治安
体制の回復

概ね順調 概ね適切 概ね順調

1
防災機能の再構
築

概ね順調 概ね適切

4
安全・安心な地
域社会の構築

概ね順調 適切 Ⅰ

「評価原案　政策の成果」は，政策を構成する施策の成果等から，進捗状況について「順調・概ね順調・やや遅れている・遅れている」の4区分により評価しています。
「評価原案　施策の成果」は，本表に掲載している目標指標等の達成状況のほか，県民意識，社会経済情勢，施策を構成する事業の実績及び成果等を踏まえて，進捗状況について「順調・概ね順調・
やや遅れている・遅れている」の4区分により評価しています。
宮城県行政評価委員会の判定は，県の「評価原案　政策・施策の成果」の妥当性について「適切・概ね適切・要検討」の３区分により判定されたものです。
県では「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」について，政策・施策の進捗状況等を踏まえて評価していますが，記述方式で評価を行っているため，本一覧には県の評価状況を掲載していま
せん。また，宮城県行政評価委員会からは，県が示す課題と対応方針に対する意見を頂いています。具体的な内容については評価書を御覧ください。
「評価結果　政策・施策の成果」は，宮城県行政評価委員会の答申（判定及び意見）を踏まえて県の評価原案を見直し，最終的な評価を行った結果です。
目標指標等の達成度の区分は，次のとおりです。
　　Ａ：目標値を達成している(達成率100％以上）　Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率80％以上100％未満　Ｃ：目標値を達成しておらず，達成率80％未満
　　Ｎ：（判定不能）実績値が把握できない等の理由で，判定できない。
県民意識調査結果の区分は，次のとおりです。
　　Ⅰ：満足群の割合40％以上かつ不満群の割合20％未満　Ⅱ：「Ⅰ」及び「Ⅲ」以外　Ⅲ：満足群の割合40％未満かつ不満群の割合20％以上

概ね順調 Ⅱ

2
家庭・地域の教
育力の再構築

概ね順調 概ね適切 概ね順調 Ⅱ

概ね順調 Ⅱ

概ね順調

3
生涯学習・文化・
スポーツ活動の
充実

概ね順調 要検討
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Ⅲ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画

成果と評価

【本 編】



 



Ⅲ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画 成果と評価

【本 編】

本書は，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第５項の規定により，平成３０年

度における主要な施策の成果に関する説明書として県政の成果をとりまとめるとともに，行政活

動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１０条第１項及び同条例施行規則（平

成１４年宮城県規則第２６号）第１３条の規定により，令和元年度に県が実施した，宮城の将

来ビジョン，宮城県震災復興計画及び宮城の将来ビジョン・震災復興・地方創生実施計画の体

系に基づく２１政策，５６施策及び施策を構成する事業を対象とした政策評価・施策評価に係

る評価書をとりまとめたものです。

１ 構成及び凡例

本書では，宮城の将来ビジョン，宮城県震災復興計画及び宮城の将来ビジョン・震災復興・地

方創生実施計画の体系に基づき，政策・施策・事業の概要及び成果，評価結果並びに評価原案に

対する宮城県行政評価委員会の意見及び県の対応方針を掲載しています。

宮城の将来ビジョン及び将来ビジョン実施計画では，３つの政策推進の基本方向を細分化した

１４の「課題」，宮城の未来をつくる３３の「取組」及び目標達成のための「個別取組」からな

る体系を定めています。また，宮城県震災復興計画及び震災復興実施計画では，宮城県震災復興

計画で示した分野別の復興の方向性における７分野ごとの「課題」，復興を推進するための２４

の「取組」及び目標達成のための「個別取組」からなる体系を定めています。

なお，本書においては，それぞれの体系における「課題」を「政策」，「取組」を「施策」，「個

別取組」を「事業」として整理しています。

（１）政策・施策の概要，県の最終評価,宮城県行政評価委員会の意見,委員会意見に対する県の対

応方針

① 政策・施策の概要

本書では，政策・施策の概要として，政策については政策番号，政策名，取組内容及び

政策を構成する施策の状況を，施策については施策番号，施策名，施策の方向及び目標指

標等を掲載しています。また，政策を構成する施策の状況については，施策番号，施策の

名称，平成３０年度決算額（千円），目標指標等の状況及び施策評価を記載しています。

ア 平成３０年度決算額（千円）

本欄は，各施策を構成する事業の平成３０年度決算額（千円）の合計を記載していま

す。合計額は再掲事業を含めて集計しています。
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イ 目標指標等の状況

目標指標等とは，県の政策に関し，その政策を構成する施策を単位として，その長期

的な目標を定量的又は定性的に示す方法により設定したものです。

目標指標等の達成度は，政策，施策又は事業の県民生活及び社会経済に対する効果を

把握する方法の一つであり，評価対象年度（平成３０年度）における目標指標等の実績

値と目標値とを比較し，下記により分類しています。

【目標指標等の達成度の区分】

目標指標等の実績値が

Ａ：目標値を達成している（達成率100%以上）

Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満

Ｃ：目標値を達成しておらず，達成率が80%未満

Ｎ：（判定不能）実績値が把握できない等の理由で，判定できない

【達成率(%)】

フ ロ ー 型：実績値／目標値

ストック型：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）

ウ 施策評価

本欄は，宮城県行政評価委員会の答申を踏まえた，県の最終的な施策評価結果を記載

しています。

なお，評価の区分については，後段の②の「イ 施策評価関連」の【評価の区分】の

とおりです。

② 政策評価・施策評価

③の「宮城県行政評価委員会の意見（評価原案に対する意見）及び県の対応方針」に基

づき，最終評価を「政策・施策評価」欄及び「政策・施策を推進する上での課題と対応方

針」欄に記載しています。

ア 政策評価関連

政策評価は，２１の政策ごとに，政策を構成する施策の状況を分析し，「政策の成果」

を「順調・概ね順調・やや遅れている・遅れている」の区分により評価するとともに，

政策を推進する上での課題と対応方針を総括し，大きな視点から県政の状況を把握する

ものです。
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【政策評価「政策の成果」に係る評価の区分】

順 調：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成

果等から見て，政策の成果が十分にあり，進捗状況が順調であると

判断されるもの

概 ね 順 調：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の

成果等から見て，政策の成果がある程度あり，進捗状況が概ね順調

であると判断されるもの

やや遅れている：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成

果等から見て，政策の成果があまりなく，進捗状況がやや遅れてい

ると判断されるもの

遅 れ て い る：政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の

成果等から見て，政策の成果がなく，進捗状況が遅れていると判断

されるもの

イ 施策評価関連

施策評価は，５６の施策ごとに，目標指標等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，

施策を構成する事業の実績及び成果等を分析し，「施策の成果」を「順調・概ね順調・

やや遅れている・遅れている」の区分により評価するとともに，施策を推進する上での

課題と対応方針を示すものです。

【施策評価「施策の成果」に係る評価の区分】

順 調：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標

等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等か

ら見て，施策の成果が十分にあり,進捗状況が順調であると判断さ

れるもの

概 ね 順 調：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指

標等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等

から見て，施策の成果がある程度あり,進捗状況が概ね順調である

と判断されるもの

やや遅れている：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標

等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等か

ら見て，施策の成果があまりなく,進捗状況がやや遅れていると判

断されるもの

遅 れ て い る：施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指

標等の達成状況，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等

から見て，施策の成果がなく,進捗状況が遅れていると判断されるもの
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③ 宮城県行政評価委員会の意見（評価原案に対する意見）及び県の対応方針

ア 判定及び意見

行政活動の評価に関する条例第８条の規定により，県の評価原案に対して調査・審議

が行われた２１政策５６施策について,宮城県行政評価委員会（政策評価部会）の答申の

内容（判定及び意見）を掲載したものです。

判定は，県の評価項目「政策・施策の成果」の妥当性について「適切・概ね適切・要

検討」の３区分により行われています。また，意見欄には，「政策・施策の成果」及び

「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」の各々に付された意見が記載されてい

ます。

県の評価原案「政策・施策の成果」に対する判定の区分

適 切：県の評価原案について，評価の理由が十分であり，「政策・施策の成果」の

評価は妥当であると判断されるもの

概ね適切：県の評価原案について，評価の理由に一部不十分な点が見られるものの，「政

策・施策の成果」の評価は妥当であると判断されるもの

要 検 討：県の評価原案について，評価の理由が不十分で，「政策・施策の成果」の評

価の妥当性を認めることができず，県が最終評価を行うに当たり，評価内

容を検討する必要があると判断されるもの

イ 委員会意見に対する県の対応方針

本欄は，アの宮城県行政評価委員会の判定及び意見に対する県の対応方針を示すもの

で，「政策・施策の成果」に「概ね適切」又は「要検討」の判定が付されたもの及び「政

策・施策を推進する上での課題と対応方針」に意見が付されたものについて記載してい

ます。

※ なお，「政策・施策評価」欄及び「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」

欄の下線部分は，委員会の意見を踏まえ，県の最終評価において修正した箇所を示し

ています。
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（２）施策を構成する事業一覧

① 「番号」欄

本欄は，施策を構成する事業について，施策ごとに１から順に事業に付した番号を記載

したものです。

② 「事業番号等」欄

本欄は，施策を構成する事業の宮城の将来ビジョン実施計画及び震災復興実施計画にお

ける掲載番号を記載したものです。

③ 「事業名」欄

本欄は，施策を構成する事業の名称を記載したものです。再掲事業については，事業名

の後に「（再掲）」と付しています。

④ 「担当部局・課室名」欄

本欄は，事業の担当部局・課室名を記載したものです。

⑤ 「平成３０年度決算額（千円）」欄

本欄は，各事業の平成３０年度の決算額を千円単位で記載したもので，「政策評価・施

策評価基本票」において見込額で記載した内容を更新し，整理したものです。

なお，宮城の将来ビジョン実施計画及び震災復興実施計画において「非予算的手法」と

している事業（予算額がゼロあるいは少額であっても，行政が有している規制力，調整力，

信用力などを発揮したり，県の財産，情報や職員のアイデアなどを最大限活用することで

大きな成果を上げていこうとするもの）については，本欄に「非予算的手法」と記載し，

その他の非予算的に取り組んだ事業及び事業主体が県以外の事業については，「－」を記

載しています。

⑥ 「事業概要」欄

本欄は，事業の概要を記載したもので，宮城の将来ビジョン実施計画及び震災復興実施

計画に掲載された個別取組の概要に基づき整理したものです。

⑦ 「平成３０年度の実施状況・成果」欄

本欄は，平成３０年度の事業の実施状況及び成果を記載したもので，「政策評価・施策

評価基本票」に記載した実施状況・成果の内容を更新し，整理したものです。

２ 政策，施策又は事業の県民生活及び社会経済に対する効果並びにその把握の方法

政策，施策又は事業の県民生活及び社会経済に対する効果については，目標指標等の達成度，

県民の満足度等の情報，施策を構成する事業ごとに設定した指標の状況，社会経済情勢から見た

政策，施策又は事業の効果の分析等により把握しています。
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　震災経験やその後の生活環境の変化に伴い，子どもたちの心は様々なダメージを受けており，また，学校施設等も甚大な被害を受けているなど，
教育を取り巻く環境は未だ厳しい状況にある。このようなことから，宮城の復興を実現するためには未来を担う人材の育成が何よりも必要であることを
踏まえ，家庭・地域・学校の協働のもと，全ての子どもたちが，夢と志を持って，安心して学べる教育環境を確保するため，安全・安心な学校教育の確
保及び家庭・地域の教育力の再構築を図るとともに，生涯学習・文化・スポーツ活動の充実に向けた取組を進める。
　特に，児童生徒等の心のケアの充実，いじめ等の問題行動の未然防止と迅速な対応，学力及び体力・運動能力の向上，学校施設等の復旧に重
点的に取り組む。また，学校等における防災教育の更なる充実と防災機能の強化に努める。

政策を構成する施策の状況

施策
番号

施策の名称
平成30年度
決算（見込）
額（千円）

目標指標等の状況 施策評価実績値

政策番号6 安心して学べる教育環境の確保

概ね順調
(平成30年度)

地域合同防災訓練等，具体的な取組が実施され
ている学校の割合（％）

84.1%
Ｂ

(平成30年度)

達成
度(指標測定年度)

1 安全・安心な学校教育の確保 10,184,360

スクールカウンセラーの配置率（市町村教育委員
会・公立中学校・県立高等学校）（％）

100%
Ａ

2 家庭・地域の教育力の再構築 798,450

家庭教育に関する研修会への参加延べ人数（人）
［累計］

7,307人
Ａ

子育てサポーター養成講座受講者数（人）［累計］
2,645人

Ａ
(平成30年度)

生涯学習・文化・スポーツ活動
の充実

986,470

災害復旧工事が完了した県立社会教育施設数
（施設）［累計］

10施設

Ａ

概ね順調

(平成30年度)

地域学校安全委員会等の連絡会議を設置してい
る学校の割合（％）

92.4%
Ａ

(平成30年度)

市町村における子育てサポーター及び子育てサ
ポーターリーダーの活動者数（人）［累計］

1,221人
Ａ

(平成29年度)

順調

(90.9%)

(平成30年度)

被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事
業完了件数（件）［累計］

100件

Ａ(104.2%)

(平成30年度)

3

　■達成度　　Ａ：｢目標値を達成している｣（達成率 100%以上）　　　Ｂ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満｣
　　　　　　　　　 Ｃ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%未満｣　　 Ｎ：「実績値が把握できない等の理由で，判定できない」
　■達成率（%）　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

■　政策評価 概ね順調
評価の理由・各施策の成果の状況

・「安心して学べる教育環境の確保」に向けて，3つの施策に取り組んだ。
・施策1については，「スクールカウンセラーの配置率」は目標値を達成した一方，「地域合同防災訓練等，具体的な取組が実施されている学校の割
合」は前年度実績を上回ったものの，目標値には届かなかった。県立学校施設の災害復旧工事については，平成30年8月末までに全ての県立学校
において完了した。また，県立高等学校将来構想審議会を開催し検討を進め，県民の意見を反映しながら，「第3期県立高校将来構想」を策定した。
・このほか，被災児童生徒等への学用品費等の支給や奨学金の貸付などの就学支援，教員の加配措置による児童生徒の指導や心のケアを行うとと
もに，市町村が設置する「みやぎ子どもの心のケアハウス」に対する運営支援，心のサポートアドバイザーや心のケア支援員の配置による問題行動の
未然防止，早期発見，早期解決に向けた教育相談・生徒指導体制の強化を図った。また，「未来へつなぐ地域と学校の安全フォーラム」の開催により
防災教育や学校における地域連携の重要性について啓発を行い，「志教育フォーラム2018」や「みやぎ高校生フォーラム-私たちの志と地域貢献-」
の開催等を通じて「志教育」の一層の推進を図るなど，各取組において一定の成果が見られたことなどから，「概ね順調」と評価した。
・施策2については，「家庭教育に関する研修会への参加延べ人数」及び「地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学校の割合」は前年度
に引き続き目標値を達成することができた。「市町村における子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーの活動者数」についても，家庭教育支
援チーム設置数の増加に伴い参加者が増加し，目標値を達成することができたほか，「子育てサポーター養成講座受講者数｣も各圏域での講座が
地理的にも参加しやすく，目標値を上回る受講があった。また，「親の学びのプログラム」講座の参加者が子育てサポーター養成講座等の研修会に
参加するなどの広がりが見られたほか，防災主任及び安全担当主幹教諭が中心となった地域合同防災訓練等を実施するなど，各取組において一定
の成果が見られたことなどから，「概ね順調」と評価した。
・施策3については，県立社会教育施設・社会体育施設の災害復旧工事が松島自然の家（令和2年度完了予定）を除く全ての施設で完了しているほ
か，「被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業完了件数」についても着実な進捗により目標値を達成することができた。また，みやぎ県民
大学を通じた多様な学習機会の提供，震災の記録を後世に伝えるための「東日本大震災文庫」や「東日本大震災アーカイブ宮城」の公開，新たな総
合型地域スポーツクラブの設立によるスポーツ環境の整備，オリンピックの開催に向けた宮城スタジアムや総合運動公園の各施設の更新や整備な
ど，各取組において一定の成果が見られたことなどから，「順調」と評価した。

・以上のことから，1つの施策を「順調」，2つの施策を「概ね順調」と評価しており，政策全体としても本県教育の復興に向けたハード・ソフト両方の各
取組において一定の成果が見られたことなどから，「概ね順調」と評価する。
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政策を推進する上での課題と対応方針

・教育環境のハード面での復旧・復興は進捗が見える一方，児童生徒の
心のケアや体力・運動能力の向上，防災意識の醸成といったソフト面での
対策は息の長い取組が必要である。

・施策1では，被災した児童生徒等への就学支援や心のケアを長期的・継
続的に行っていく必要がある。また，震災の教訓を生かし，児童生徒の災
害対応能力を高める防災教育を推進するほか，地域産業の担い手となる
人材を育成・確保していく必要がある。

・施策2では，市町村によっては，子育てサポーター等が必ずしも積極的
に活用できていないなど，地域で子どもを育てる体制が強化されていない
地域がある一方，宮城県家庭教育支援チームによる「親の学びのプログラ
ム」講座の実施依頼は増加傾向にあるなど，各地で親の学習機会の充実
が求められており，県及び各教育事務所と各市町村の生涯学習部局，保
健福祉部局との連携を強化する必要がある。

・地域と連携した防災体制については，自治体の防災計画との整合性を
確認することや自主防災組織等との合同研修や訓練を実施するなどの取
組が求められている。あわせて，児童生徒の災害対応能力を高め，防災
意識の内面化を図るため，防災副読本等を活用した防災教育の指導時
数を確保する必要がある。

・施策3では，津波で被災した松島自然の家の全面再開に向けた取組を
着実に進めるとともに，再開までの間，県民の生涯学習活動の促進を図る
必要がある。また，スポーツ活動を推進するため，総合型地域スポーツクラ
ブの設置など，県民誰もが身近に運動やスポーツを楽しむことができる環
境の整備が必要であり，県有体育施設についても，2020年東京オリンピッ
クの開催に向けて，長寿命化対策を行いながら機能の維持・向上を図る
必要がある。あわせて，東日本大震災に関する記憶の風化を防ぎ，震災
の教訓を後世や他地域へ継承するために公開している「東日本大震災
アーカイブ宮城」を効果的に利活用するほか，引き続き被災文化財の修
理・修復を適切な進捗管理により進めていく必要がある。

・「安心して学べる教育環境の確保」のため，引き続きハード面での整備を
着実に進めるとともに，ソフト面でのこれまでの取組を継続し，児童生徒や
各教育現場を支援していく。

・施策1については，被災児童生徒等への就学支援や心のケアについ
て，長期的・継続的に行っていくために必要な財源措置を国に引き続き要
望していくとともに，各学校へのスクールカウンセラーの配置・派遣を継続
し，特に，沿岸地域の被災の影響が強い地域においては，スクールカウン
セラーの複数配置を継続する。また，不登校などにつながる問題の早期
発見及び適切な対応が可能となるよう相談体制を整備するとともに，各学
校においても関係機関との緊密な連絡体制の整備が図られるよう，情報
共有を図る。さらに，教育庁内の横断的組織の充実と児童生徒の心のサ
ポート班の活動の充実を図ることで，実効性のある支援を展開する。あわ
せて，いじめ・不登校等により支援を必要とする児童生徒等の学校復帰や
自立支援のために市町村が学校外の支援拠点として設置する「みやぎ子
どもの心のケアハウス」の拡充を図るとともに運営支援を行っていく。
・防災教育の推進に向けて，全学校において防災主任を中心とした防災
教育の体制づくりを進めるとともに，関係機関とのネットワークを整備し，学
校・家庭・地域の連携による防災教育・防災体制の充実を図る。また，震
災からの復興を支える人材を育成するため，小・中学校及び高等学校に
おける「志教育」を一層推進するほか，「みやぎ産業教育フェア」において
高校生の産業人・職業人としての意識啓発と志の醸成を図るとともに，現
場実習や実践授業等を通じた地域産業を支える人材の育成・確保にも引
き続き取り組んでいく。

・施策2については，各市町村の担当者に対して研修会を開催し，家庭教
育に関する国・県の施策，家庭教育支援チームの在り方，子育てサポー
ター等の積極的な活用や関係機関の連携の在り方等についての説明を
行い，県内全体で共通理解を図る。その上で，市町村における「家庭教育
支援チーム」の設置について支援する。また，その活用については，「宮
城県家庭教育支援チーム」を派遣するなど，スキルの向上とともに，サ
ポーター間のネットワークの拡充を図る。さらには，保健福祉部局にも積
極的に働きかけ，教育委員会以外の部局での活用を推進していくほか，
「子育て・家庭教育支援フォーラム」を開催し，各市町村の家庭教育支援
チームの活動や子育て・家庭教育支援に関わる取組の情報交換を行う場
面を設定する。
・各学校において地域と連携した防災体制づくりが促進されるよう，県レベ
ルで，学識経験者，県防災担当部局，教育庁各課室，各教育事務所，各
校長会，PTA連合会等で構成するネットワーク会議を開催し，関係相互の
情報共有を図っていく。また，各圏域，各市町村（支所），各学校区等の各
層におけるネットワーク会議において，地域の災害特性を考慮した防災教
育と学校安全の推進について支援していくほか，防災副読本等の活用を
促進するため，各市町村教育委員会に防災教育推進協力校における実
践事例等の周知を図り，学校の実態に応じて，防災教育の指導時数を確
保できるよう年間指導計画の作成を推進していく。
・平時からの備えや災害時の対応等を取りまとめた「学校再開ハンドブッ
ク」について，校内研修等で積極的に活用し，教職員の防災意識及び対
応能力の向上を図ることができるよう，研修会等で働きかけを強めていく。

・施策3については，松島自然の家の再開までの間，野外活動フィールド
での事業を行いながら，宮戸島をフィールドとした各種プログラムを開発
し，本館・宿泊棟供用開始後の事業が円滑に実施できるよう準備を進めて
いく。
・スポーツ活動の推進については，県内全市町村における総合型地域ス
ポーツクラブの設置に向けて，みやぎ広域スポーツセンターによるきめ細
かな支援を行っていくほか，県有体育施設について，2020年東京オリン
ピックの開催に向けて，計画的な改修を進める。
・「東日本大震災アーカイブ宮城」については，県内市町村や教育機関等
における防災対策や防災教育での利活用を促進するほか，震災関連資
料を収集・デジタル化し，資料データの更なる充実を図る。また，被災文
化財の修理・修復については，修理・修復が進んでいない個人・法人所
有の文化財に対し，引き続き震災復興基金の活用による支援を継続して
いく。

課題 対応方針
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政策を推進する上
での課題と対応方
針

-

県
の
対
応
方
針

政策の成果

　委員会の意見を踏まえ，政策の評価について検討した結果，施策3の評価を見直し，順調と評価した一方，施策1と施
策2については，引き続きソフト面での課題に対して息の長い取組が必要であり，「概ね順調」と評価している点を踏まえ，
評価を修正しない。

政策を推進する上
での課題と対応方
針

-

■　宮城県行政評価委員会の意見　（評価原案に対する意見）及び県の対応方針

委
員
会
の
意
見

政策の成果

判定 　評価の理由が次のとおり不十分で，政策の成果について「概ね順調」とした県の評価の妥当性を認めることができな
い。最終評価を行うに当たり，評価内容を検討する必要があると判断される。

　施策3について要検討の判定を行ったところであるが，その結果，施策3の評価を見直した場合は，その結果を踏まえた
上で，政策についても必要に応じて見直しを行う必要があると考える。

要検
討

－386－



目標
指標
等

　■達成度　　Ａ：｢目標値を達成している｣（達成率 100%以上）　　　Ｂ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満｣
　　　　　　　　　　 Ｃ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%未満｣　　 Ｎ：「実績値が把握できない等の理由で，判定できない」

　■達成率（%）　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

初期値 目標値

施策の方向

（「宮城の
将来ビジョン
・震災復興
・地方創生

実施計画」の
行動方針）

１　社会教育・社会体育施設の復旧と生涯学習・スポーツ活動の推進
◇　松島自然の家や市町村の公民館等の社会教育施設の復旧・再建を完了させるとともに，住民主体の地域づくりに向けた生涯学
習活動を支援します。
◇　震災関連資料を収集した東日本大震災アーカイブ宮城の活用など，震災に関する記憶の風化を防ぎ，震災の記憶を次世代に
継承する取組を推進します。
◇　生涯を通じてスポーツに親しみ，健康・体力の保持，増進によって潤いと活力のある生活を実現するため，誰もがいつでも，どこ
でもスポーツに親しめる環境を整えていきます。
◇　学校体育・運動部活動等の充実を図り，児童生徒の体力・運動能力の向上に取り組むほか，世界を舞台に活躍できるトップアス
リートの育成などに取り組みます。
２　被災文化財の修理・修復と地域文化の振興
◇　貴重な文化財の保存・継承・活用に取り組むほか，復興事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を加速化させ，復興まちづくりの円滑化
を図ります。
◇　震災後の県民の精神的な支えとして，文化芸術による心の復興を後押しするとともに，将来を担う子どもたちの豊かな感性や創
造性を育み，地域コミュニティ意識の醸成や個性豊かな地域づくりを支援するため，関係機関等と連携しながら県民が身近に文化芸
術に触れる機会を充実させるなど，地域に根差した文化芸術活動の振興に取り組みます。

実績値 達成度 計画期間目標値

(指標測定年度) (指標測定年度) (指標測定年度) 達成率 (指標測定年度)

96件

(0.0%)

11施設

(0.0%) (90.9%) (90.9%)
100.0%

(100.0%)

(平成23年度) (平成30年度) (平成30年度)

0施設 10施設 10施設

A

(令和2年度)

1
災害復旧工事が完了した県立社会教育施設数（施
設）［累計］

不満群の割合
満足群・不満群
の割合による
区　　　　　分

　※満足群・不満群の割合による区分
　　　Ⅰ：満足群の割合40％以上
　　　　　　かつ不満群の割合20％未満
　　　Ⅱ：「Ⅰ」及び「Ⅲ」以外
　　　Ⅲ：満足群の割合40％未満
　　　　　　かつ不満群の割合20％以上

(満足＋やや満足) (やや不満＋不満)

37.1% 15.4% Ⅱ

(99.0%) (104.2%)
105.3%

(100.0%)

(平成22年度) (平成30年度) (平成30年度) (令和2年度)

2
被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業
完了件数（件）［累計］

0件 95件 100件

A

政策番号6

施策番号3 生涯学習・文化・スポーツ活動の充実

平成30年
県民意識調査

満足群の割合
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施策を推進する上での課題と対応方針

課題 対応方針
・津波で被災した松島自然の家については，令和2年度完成に向けて建
設を進めていくとともに，再開までの間，平成29年6月に再開した野外活
動フィールドにて，県民の生涯学習活動の促進を図る必要がある。

・東日本大震災に関する記憶の風化を防ぎ，震災の教訓を後世や他地域
へ継承するために公開している「東日本大震災アーカイブ宮城」を効果的
に利活用する必要がある。

・総合型地域スポーツクラブの設置については，市町村によって設立に向
けての温度差がある。また，スポーツ活動の充実を図り，県民のスポーツ
実施率を高めるためには，市町村や関係団体との連携を強化し，県民一
人ひとりのスポーツ活動への参加意欲を喚起する必要がある。

・震災後5年で，国及び県指定文化財については，令和2年度完了予定の
1件を残して修理・修復が完了している。しかし，市町指定文化財や国登
録文化財の中には，所有者負担が大きいこともあり，着手時期未定となっ
ている事業も存在する。

・文化芸術の力を活用した心の復興をより充実させることに加え，文化芸
術を特色ある地域づくりや社会参画への貢献に役立てていくことが求めら
れる。

・県有体育施設の災害復旧工事は，全ての施設で完了しているが，今後
は，長寿命化対策を行いながら機能の維持・向上を図る必要がある。

・今後，野外活動フィールドでの事業を行いながら，宮戸島をフィールドと
した各種プログラムを開発し，本館・宿泊棟供用開始後の事業が円滑に
実施できるよう準備を進めていく。

・県内市町村や教育機関等における防災対策や防災教育での利活用を
促進するほか，震災関連資料を収集・デジタル化し，蓄積したデータを
Web上で公開する「東日本大震災アーカイブ宮城」を適切に運用するとと
もに，資料データの更なる充実を図る。

・県内全市町村における総合型地域スポーツクラブの設置に向けて，各
市町村の実情に応じた指導・助言及び相談活動など，みやぎ広域スポー
ツセンターによるきめ細かな支援を図っていく。また，県民誰もが参加でき
るスポーツ・レクリエーション活動の場として，「みやぎヘルシーふるさとス
ポーツ祭」を継続して開催するとともに，子どもから高齢者まで参加できる
種目を設定するなど，参加意欲の向上につなげ，生涯を通じてスポーツ・
レクリエーションに親しみが持てるよう，スポーツ活動の充実を図っていく。

・修理・修復については所有者負担が多額になることから，修理・修復が
進んでいない個人・法人所有の文化財に対しては，引き続き震災復興基
金の活用による支援を継続していく。

・引き続き多様な主体による文化的な活動を通じた心の復興への取組を
支援していくほか，ワークショップ型フォーラムの開催や地域芸能等再興
支援などにより，文化芸術の持つ力の理解促進を図っていく。

・ 2020年東京オリンピックの開催に向けて，会場となっている宮城スタジア
ムの施設改修工事を行う等，計画的な施設の改修を進める。指定管理者
と意見交換を行い，利用者ニーズの把握に努めながら，県民が利用しや
すい施設運営に取り組む。

社会
経済
情勢

・地域の復興や防災の拠点として，社会教育施設の役割が重要視されている。
・震災後，防災教育に関する意識がより一層高まってきている。
・東日本大震災から8年が経過し，地域の復興が進む中，時間の経過とともに震災の記憶の風化が懸念されることから，震災の教訓を後世に伝
えるため，震災に関する資料収集などの取組が求められている。
・震災後の精神的な支えとして，さらには地域コミュニティ復活の核として，また地域振興のシンボルとして，文化遺産の果たすべき重要な役割
が期待されており，地域の復興のためにも，一刻も早い文化遺産の修理・修復が求められている。

事業
の成
果等

・「❶社会教育・社会体育施設の復旧と生涯学習・スポーツ活動の推進」では，県立社会教育施設・社会体育施設の災害復旧工事が松島自然
の家（令和2年度完了予定）を除く全ての施設で完了しているほか，震災関連資料については，平成30年度までに図書4,798冊，雑誌1,451
冊，視聴覚資料163点，新聞27種，チラシ類3,586点を収集し，「東日本大震災文庫」として広く県民に公開した。このうち，平成30年度は，図書
414冊，雑誌88冊，視聴覚資料14点を収集した。また，みやぎ県民大学は，47講座を開講し，1,343人が受講したほか，受講者の9割が講座内
容に「満足」しており，受講者の需要に応え，講座内容の充実が図られていると考えられる。
・総合型地域スポーツクラブについては，東松島市に総合型クラブが新設され，平成30年度末で，24市町に51クラブが設立されている。また，
複数の市町において設立に向けた動きが見られた。
・オリンピックの開催に向けて，宮城スタジアムや総合運動公園の各施設の更新や整備を進めており，オリンピックを通して震災からの復興を世
界に発信することが期待できる。
・「❷被災文化財の修理・修復と地域文化の振興」では，平成30年度は2事業に対し補助を行い，被災文化財の修理・修復補助事業が着実に
進んでおり，地域の文化振興事業においても一定の成果が見られている。

・以上のことから，施策の目的である「生涯学習・文化・スポーツ活動の充実」は，目標指標等の達成度は全てAであり，各事業の取組状況や県
民意識を勘案し，「順調」と判断する。

※ 評価の視点： 目標指標等，県民意識，社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，施策に期待される成果を発現させ
ることができたかという視点で，総合的に施策の成果を評価する。

■　施策評価 順調

評価の理由

目標
指標
等

・「災害復旧工事が完了した県立社会教育施設」については，震災により被害を受けた11施設のうち，令和2年度完了予定の松島自然の家を
除き，10施設について復旧が完了していることから，達成率が100.0%となったため，達成度は「A」に区分される。
・「被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業完了件数」については，着実に事業が進んでおり，当初補助が必要として見込んでいた
96件に6件追加した102件のうち，100件について修理・修復が完了し，達成率が105.3%となったことから，達成度は「A」に区分される。

県民
意識

・平成30年県民意識調査における調査結果では，「高重視群」の割合が58.7%（前回61.0%），「高関心群」の割合が58.1%（前回59.4%）と前回の
結果を下回っている。
・「満足群」の割合は37.1%（前回36.2%）と，前回の結果を上回っているものの30%台の低い状況にあるため，取組内容の改善が求められてい
る。
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県
の
対
応
方
針

施策の成果

　委員会の意見を踏まえ，施策評価について検討した結果，目標指標をすべて達成しており，事業も順調に進んでいる
ことから，施策評価を「順調」に修正する。

施策を推進する上
での課題と対応方
針

-

■　宮城県行政評価委員会の意見　（評価原案に対する意見）及び県の対応方針

委
員
会
の
意
見

施策の成果

判定 　評価の理由が次のとおり不十分で，施策の成果について「概ね順調」とした県の評価の妥当性を認めることができない。
最終評価を行うに当たり，評価内容を検討する必要があると判断される。

　目標指標を達成しており，事業も順調に進んでいることから，施策評価を検討する必要があると考える。
要検
討

施策を推進する上
での課題と対応方
針

-
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目
標
番
号

基本目標
基本目標に対する

評価
（総括）

【参　　　考】

数値目標
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

目
標
指
標
等
の
達
成
度

宮城県地方創生総合戦略の評価（一覧表）

1

安定した雇用を創出する

数値目標

創業や経営革新の支援件数（件）［累計］

県が関与する高度人材養成事業の受講者数（人）［累計］

高年齢者雇用率（％）

(1)地域産業の競争力強化
(2)人材環流・人材育成及び雇用対策
(3)ＩＣＴ等の利活用による地域の活性化

仙台空港乗降客数（千人）

介護職員数（人）［累計］

第一次産業における新規就業者数（人）

新規高卒者の就職内定率（％）

概ね順調

企業集積等による雇用機会の創出数（人）［累計］

正規雇用者数（人）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

情報関連産業売上高（億円）

企業立地件数（開発系ＩＴ企業（ソフトウェア開発企業）（社）［累計］

サービス業の付加価値額（億円）

「みやぎ移住サポートセンター」を通じたＵＩＪターン就職者数（人）［延べ］

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

(1)地方移住の推進
(2)企業の地方拠点強化，企業等における地方採用・就労の拡大
(3)地元大学等の活性化
(4)県外避難者の帰郷支援

企業立地件数（件）［累計］2

宮城県への移住・定住の流れをつくる

数値目標

産学官連携数（件）［累計］

県立高等学校生徒のインターンシップ実施校数（％）

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離（ポイント）

概ね順調

(1)若い世代の経済的安定
(2)結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援
(3)子育て支援の充実
(4)仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の実現（「働き方改
革」）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）3

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

数値目標

やや遅れている

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数（企業・団体）（団体）

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数（個人）（人）

子育てサポーター養成講座受講者数（人）［累計］

宮城県庁における男性職員の育児休業取得率（％）

保育所等利用待機児童数（人）

育児休業取得率（男性）（％）

育児休業取得率（女性）（％）

4

時代に合った地域をつくり，
     安全・安心な暮らしを守る

数値目標

(1)中山間地域等における「小さな拠点」やコンパクトシティの形成
と
  ふるさとづくりの推進
(2)地域における経済・生活圏の形成
(3)分散型エネルギーの推進と関連産業の育成
(4)住民が地域防災の担い手となる環境の確保
(5)安全で安心して暮らせる地域社会の構築

１人当たり年間公共交通機関利用回数（回）

再生可能エネルギー等の導入量（熱量換算）（ＴＪ）

自主防災組織の組織率（％）

防災リーダー（宮城県防災指導員等）養成者数（人）

刑法犯認知件数（件）

概ね順調

○「基本目標に対する評価」は，本表に掲載している数値目標，重要業績評価指標（ＫＰＩ）及び「施策の成果」のほか，施策を構成する事業の実績及び成果等を踏まえて総
合的に評価しています。

○数値目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度の区分　Ａ：目標値を達成している(達成率100％以上）　Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率80％以上100％未満　Ｃ：目
標値を達成しておらず，達成率80％未満　　Ｎ：（判定不能）実績値が把握できない等の理由で，判定できない。

地域再生計画の認定数（件）［累計］

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

アドプトプログラム認定団体数（団体）［累計］

商店街再生加速化計画策定数（件）［累計］

参考資料１
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